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１．研究計画の概要 
 拡 散 テ ン ソ ル 画 像 diffusion tensor 
imaging（DTI）と、自己と他者の参照課題
による機能的磁気共鳴画像 functional 
magnetic resonance imaging（fMRI)を用い
て、統合失調症患者におけるミラーニューロ
ンシステム mirror neuron system（MNS）
を含む社会的認知の脳内ネットワークの構
造的および機能的変化を明らかにし、統合失
調症に特徴的な幻聴や自我障害の背景にあ
ると想定される、自己の知覚体験、思考、行
動の他者化alienationの脳内機構や社会性障
害の脳内基盤を解明するとともに、DTI や
fMRI による統合失調症の早期補助診断法へ
の応用を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
（1）平成 20 年度は、慢性例を含む統合失調
症患者 60 名と健常対照者 60 名を対象に、
DTI 画像から fractional anisotorpy (FA) 
map を作成し、全脳の FA 値を両群間で比較
した。また統合失調症患者群の FA 値と臨床
症状との相関を検討した。統合失調症患者群
では、健常対照者群と比較して、右視床、左
上縦束、右上縦束、左鈎状束、脳梁膝、右下
縦束／下後頭前頭束の FA 値の有意な低下を
認めた。また思考の貧困、意欲・発動性の欠
如の得点と脳梁膝部の FA の間に負の相関を
認めた。本研究により、統合失調症患者では
複数の神経線維束において FA 値の低下が認
められることが明らかとなった。また陰性症
状の成立に、左右の前頭葉を連結する白質線

維束の異常が関与することが示唆された。 
（2）平成 21 年度は、 
統合失調症患者 15 名、健常対照者 15 名を対
象に、自己と他者の参照課題施行時の fMRI
を撮像した。自己－他者参照課題により、
MNS を含む社会脳を構成すると考えられる
内側前頭前野、下前頭回、上側頭溝領域、頭
頂葉後部などの脳領域が賦活された。統合失
調症患者では、自己と他者による賦活に健常
者で認められた違いがみられず、また自己課
題施行時の右前頭と右頭頂の活動性が健常
者より高く、課題に関連した脳活動に変化が
生じていることが示された。 
（3）平成 22 年度は、早期補助診断への応用
可能性を検討するために、初回エピソード統
合失調症患者 31名と健常対照者 27名を対象
に、MRI T1 強調画像と DTI を撮像した。灰
白質の検討については、初回エピソード統合
失調症患者群では、健常者に比較して、右島
回の灰白質体積の減少、左島回、左上前頭回、
左内側側頭葉、右下前頭回における灰白質体
積減少の傾向を認めた。また初回エピソード
統合失調症患者群では、右内包膝、右下縦束、
左上縦束の FA 低下を認めた。 
 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 統合失調症患者では、DTI により社会的認
知を司ると考えられる脳領域を連絡する白
質線維に構造異常が見出され、fMRI により
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自己と他者に関する課題による脳賦活に機
能的異常が確認された。さらに、初回エピソ
ード患者においても灰白質および白質の構
造変化が見出されたことは、早期診断への応
用につながることが期待される所見である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（1）慢性例を含む統合失調症患者 60 名と健
常対照者 60 名を対象とした DTI 研究につい
ては、現在、原著論文として準備中である。 
（2）fMRI 研究については、社会性に関連す
る課題施行時の脳賦活と臨床症状との関連
などについて、さらに解析を進め、原著論文
として発表する。 
（3）早期補助診断への応用に関しては、初
回エピソード統合失調症患者のデータ数を
増加させるとともに、現在集積中である精神
病発症危険状態（ at risk mental state, 
ARMS）患者のデータについても十分な数を
そろえ、さらに検討して行く。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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